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全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
総
会 

５
月
１８
日
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。 

○
大
橋
会
長
挨
拶 

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
、
学
び
の
機
会
が
多

彩
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。社
会
教
育
は
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
見
落
し
て
い
な

い
か
。
限
界
集
落
、
消
滅
自
治
体
…
全

員
参
加
で
あ
れ
ば
で
き
る
も
の
は
多
い
。 

い
つ
ま
で
も
講
師
を
呼
ん
で
研
修

会
を
す
る
時
代
で
は
な
い
。 

地
域
づ
く
り
に
社
会
教
育
は
、
ど
う

関
わ
れ
る
か
。 

社
会
教
育
委
員
の
新
た
な
発
想
で

自
主
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
行
く

べ
き
だ
。
社
会
教
育
委
員
の
自
立
化
な

く
し
て
、社
会
教
育
の
自
立
化
は
な
い
。 

※ 

大
橋
謙
策
氏
が
会
長
を
退
任
さ
れ
、

鈴
木
眞
理
氏(

神
奈
川
県)

が
新
会
長
と

し
て
選
任
さ
れ
た
。 

○
鈴
木
新
会
長
挨
拶 

 

社
会
教
育
委
員
は
、
し
が
ら
み
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
こ
と
を
や
る
以
外

に
な
い
。 

     

県
社
教
委
連
役
員
会 

５
月
２３
日
、
県
庁
で
開
催
し
た
。 

 

昨
年
度
実
践
研
修
会
は
、
例
年
以
上

に
参
加
者
が
あ
り
良
か
っ
た
が
、
会
場

が
階
段
式
で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
は

一
考
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

社
会
教
育
委
員
が
教
育
振
興
基
本
計

画
や
社
会
教
育
計
画
策
定
に
関
わ
っ
た

市
町
は
、
社
会
教
育
予
算
の
確
保
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
い
う
栃
木
県
の
調
査

結
果
が
あ
る
よ
う
だ
。
事
務
局
で
入
手

で
き
な
い
か
。 

 
 
 

平
成
２８
年
度
事
務
局
担
当
者

会
議
に
お
け
る
栃
木
県
生
涯
学
習

課
井
上
課
長
補
佐
が
発
表
し
た
資

料
で
あ
る
。
社
会
教
育
委
員
の
活

躍
は
社
会
教
育
主
事
の
状
況
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

今
回
、
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表

彰
に
４
名
の
社
会
教
育
委
員
の
推
薦
が

あ
っ
た
。
本
県
か
ら
は
、
１
名
し
か
推

薦
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
委
員
と
し

て
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
へ
の
慰
労
と
今

後
さ
ら
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
激

励
の
意
味
か
ら
も
、
県
社
教
委
連
で
表

彰
す
る
方
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

 
 
 

今
年
度
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た

の
で
、来
年
度
か
ら
表
彰
を
行
う
。 

 

年
間
２
回
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
に
、
県
内
市
町
社
会
教
育
委
員

や
委
員
の
会
議
の
活
動
状
況
を
他
市
町

の
委
員
に
周
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

毎
号
４
市
町
程
度
掲
載
で
き
な
い
か
。

平
成
31
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大

会
に
向
け
た
意
欲
喚
起
に
も
な
る
の
で

は
な
い
か
。 

 
 
 

執
筆
順
番
表
を
作
成
し
て
、
各

市
町
、
半
ペ
ー
ジ
～
１
ペ
ー
ジ
程

度
で
お
願
い
し
た
い
旨
を
総
会
で

提
案
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
ー
を
２
ペ
ー
ジ
増
や
し

て
６
ペ
ー
ジ
と
す
る
。 

 

平
成
３１
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会

教
育
研
究
大
会
と
九
州
地
区
公
民
館
研

究
大
会
を
合
同
開
催
す
る
こ
と
で
、
両

団
体
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
大
会
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

公
民
館
研
究
大
会
で
は
、
学
校
の
こ

と
が
話
し
に
く
い
。
半
面
、
社
会
教
育

研
究
大
会
で
は
、
地
方
創
生
の
話
は
出

に
く
い
。 

 

早
め
に
準
備
に
取
り
掛
か
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 

公
民
館
と
合
同
大
会
を
開
催
し

て
い
る
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
宮

城
県
仙
台
市
）
や
熊
本
県
社
会
教

育
・
公
民
館
合
同
研
究
大
会
を
、

県
公
連
と
合
同
で
視
察
す
る
な
ど

し
て
情
報
を
収
集
し
、
準
備
会
の

立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

   

久
保
山 

正
和
氏
（
基
山
町
） 

【
推
薦
理
由
】 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
基
礎
研
修

会
や
実
践
研
修
会
で
は
、
毎
回
積
極
的

に
発
言
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
率

先
し
て
引
き
受
け
、
参
加
者
の
発
言
を

積
極
的
に
引
き
出
す
な
ど
議
論
の
活
性

化
に
尽
力
し
た
。 

社
教
委
連
理
事
と
し
て
も
、
県
全
体

の
社
会
教
育
委
員
活
動
の
振
興
に
努
め

る
と
と
も
に
、
平
成
２２
年
度
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会
佐
賀
大
会
で

は
、
実
行
委
員
と
し
て
大
会
の
成
功
に

向
け
て
尽
力
し
た
。 

ま
た
、
平
成
１６
年
か
ら
基
山
町
社
会

 

社
会
教
育
委
員
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

第
５
号 

発 

行 
 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

事
務
局 

 

佐
賀
県
県
民
環
境
部
ま
な
び
課
内 

平
成
２９
年
度
全
国
社
会
教
育

委
員
連
合
表
彰
者 
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教
育
委
員
と
し
て
、
町
の
体
育
・
文

化
を
含
む
社
会
教
育
行
政
の
推
進
に
貴

重
な
提
案
を
し
た
。 

 

県
社
教
委
連
総
会
・
研
修
会 

 

５
月
３０
日
、
県
内
市
町
社
会
教
育
委

員
や
事
務
局
員
等
、
約
８０
名
の
参
加
を

得
て
、
平
成
２９
年
度
の
総
会
・
研
修
会

を
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た
。 

 

○
上
野
会
長
挨
拶 

栃
木
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
社
会
教
育
主
事
が
発
令
さ
れ
て

い
る
市
町
村
ほ
ど
社
会
教
育
計
画
が
策

定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
予
算
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。 

         

 

  ○
総
会 

参
加
し
た
社
会
教
育
委
員
か
ら
「
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
招
集
権
は
、
教

育
長
に
し
か
な
い
。
社
会
教
育
の
必
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
中
、
教
育
長
が
も

っ
と
社
会
教
育
を
振
興
し
よ
う
と
い
う

想
い
を
持
た
な
い
と
社
会
教
育
委
員
の

活
動
は
進
ま
な
い
。
形
骸
化
し
て
し
ま

う
。
社
教
委
連
と
し
て
教
育
長
に
対
し

て
、
社
会
教
育
委
員
の
会
議
回
数
を
増

や
す
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
は
社
会
教

育
委
員
の
声
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
よ

う
に
、
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
し
て
、

社
会
教
育
委
員
の
必
要
性
を
訴
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。 

 
 
 
社
会
教
育
委
員
の
会
議
の
招
集

権
は
、
教
育
長
に
あ
る
が
、
社
会

教
育
委
員
３
名
以
上
の
請
求
が
あ

れ
ば
、
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
市
町
も
県
内
の
半
数
あ
る
。 

会
議
回
数
を
増
や
し
た
り
、
教

育
委
員
と
の
意
見
交
換
を
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
は
、
各
市

町
単
位
で
要
望
す
れ
ば
実
現
可
能

な
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 

社
教
委
連
は
、
社
会
教
育
委
員

が
そ
の
職
務
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
連
絡
、
協
議
、
研
修
、
調

査
研
究
等
を
行
う
目
的
で
結
成
さ

れ
て
い
る
。 

 
 
 

社
教
委
連
で
は
、
今
後
と
も
社

会
教
育
委
員
や
会
議
の
活
性
化
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。 

嬉
野
市
社
会
教
育
委
員
か
ら
、
「
嬉

野
市
で
は
、
社
会
教
育
委
員
と
教
育
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な
ど
学
校
教
育

と
の
関
わ
り
等
の
話
が
で
き
た
。
教
育

長
も
社
会
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。」
と
い
う
意
見
も
出
た
。 

 

                  

本
会
が
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
、
会
議
や
委
員
の
研
修
資

料
と
し
て
も
一
層
活
用
し
て
ほ
し
い
。 

新
た
に
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
、
各

市
町
の
社
会
教
育
委
員
の
取
組
事
例
等

を
紹
介
す
る
執
筆
計
画
を
提
案
。
上
野

会
長
か
ら
も
、
各
市
町
で
記
載
で
き
る

範
囲
で
構
わ
な
い
旨
の
説
明
も
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。 

 

平
成
31
年
度
開
催
予
定
の
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会
佐
賀
大
会

は
、
全
国
公
民
館
研
究
集
会
・
九
州
地

区
公
民
館
研
究
大
会
佐
賀
大
会
と
合
同

開
催
す
る
議
案
等
が
承
認
さ
れ
た
。 

 

○
基
礎
研
修
会 

テ
ー
マ
：
地
方
創
生
の
時
代
に
お
け
る

社
会
教
育
委
員
の
役
割 

講 

師
：
上
野
景
三
社
教
連
会
長 

 

人
間
の
成
長
・
発
達
は
、
学
校
教
育

だ
け
で
は
完
結
せ
ず
、
人
間
の
生
涯
に

わ
た
る
時
間
軸
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

全
国
・
九
州
か
ら
見
た
佐
賀
県
の
人

口
割
合
、
県
内
市
町
の
人
口
割
推
移
か

ら
見
た
今
後
の
地
域
の
動
き
の
話
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
学

校
・
地
域
・
家
庭
の
関
係
は
同
じ
で
は

な
く
学
校
機
能
が
肥
大
し
て
い
る
。
さ

３１年度 ３０年度 ２９年度  

鹿島市、嬉野市、 
吉野ヶ里町、 
大町町 

佐賀市、鳥栖市、

有田町、上峰町 
多久市、唐津市、

みやき町、 
白石町 

前 

期 

 伊万里市、 
神埼市、江北町、 
太良町 

武雄市、小城市、

基山町、玄海町 後 

期 
久保山議長の進行による総会 

市町ニューズレター執筆計画 
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ら
に
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
情
報
社
会

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
話
が
あ

っ
た
。
社
会
教
育
委
員
は
、
こ
の
関
係

性
の
全
体
が
見
え
て
く
る
。 

新
任
の
社
会
教
育
委
員
は
、
地
域
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
地
域
を

知
り
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

て
も
ら
い
た
い
。 

 

研
修
会
の
最
後
に
、上
野
会
長
か
ら
、

私
案
と
し
て 

① 

社
会
教
育
委
員
と
教
育
長
・
教
育

委
員
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
を

提
案
し
て
ほ
し
い
。 

社
会
教
育
委
員
の
職
務
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
た
答
申
作

成
が
あ
る
が
、
県
内
の
市
町
教
育
委
員

会
で
は
、
社
会
教
育
委
員
の
会
議
へ
の

諮
問
は
少
な
い
。 

教
育
委
員
と
意
見
交
換
を
し
た
り
、

社
会
教
育
委
員
の
会
議
で
家
庭
教
育
や

地
域
学
校
協
働
本
部
の
推
進
な
ど
、
今

年
度
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
調
査
研
究
を

重
ね
、
教
育
委
員
会
に
意
見
具
申
を
し

た
ら
ど
う
か
。 

② 

教
育
振
興
基
本
計
画
大
綱
・
社
会

教
育
計
画
策
定
・
充
実
に
関
わ
っ

て
ほ
し
い
。 
 

社
会
教
育
計
画
は
、
教
育
計
画
の
下

位
の
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
教

育
・
生
涯
学
習
の
振
興
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
な
計
画
で
あ
る
。 

社
会
教
育
関
係
の
予
算
や
人
件
費

の
関
係
で
自
前
の
調
査
が
で
き
な
け
れ

ば
、
住
民
満
足
度
調
査
や
男
女
共
同
参

画
意
識
調
査
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
調

査
な
ど
他
の
部
局
の
調
査
で
関
連
す
る

項
目
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

「
調
査
な
く
し
て
計
画
な
し
。」で
あ
る
。 

③ 

社
会
教
育
主
事
の
配
置
を
求
め
て

い
こ
う
。 

社
会
教
育
法
で
は
「
専
門
的
技
術
的

な
助
言
・
指
導
」
を
行
う
社
会
教
育
主

事
は
必
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
の

社
会
教
育
主
事
の
発
令
は
、
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
。
社
会
教
育
委
員
か
ら
設
置

に
向
け
て
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
。 

と
い
う
３
つ
の
提
案
が
あ
っ
た
。 

           

今
秋
の
「
社
会
教
育
委
員
実
践
研
修

会
」
で
は
、
今
回
の
研
修
を
受
け
て
、

参
加
者
で
少
人
数
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
議
論
を
す
る
。 

 

※
社
会
教
育
委
員
実
践
研
修
会 

期
日
：
１１
月
２８
日
（
火
）
１３
：
３０
～ 

会
場
：
久
保
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
佐
賀
市
久
保
田
町
） 

今
回
は
、
昨
年
度
の
会
場
づ
く
り

に
つ
い
て
の
参
加
者
か
ら
の
意
見

を
活
か
し
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
会
場

で
開
催
す
る
。 

参
加
費
（
資
料
代
）：
５
０
０
円 

テ
ー
マ
：
現
時
点
で
は
、
未
定
。 

県
内
市
町
社
会
教
育
委
員
及

び
会
議
の
活
動
に
関
す
る
調

査
を
基
に
県
社
教
委
連
第
２

回
役
員
会
で
、
協
議
・
決
定
す

る
。 

   
期
日
：
１１
月
９
日(

木)

～
１０
日
（
金
） 

会
場
：
宮
崎
市
内 

主
題
：
人
と
人
を
つ
む
ぐ
社
会
教
育
の

創
造
～
地
域
住
民
主
体
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～ 

 

佐
賀
県
は
、
第
３
分
科
会
「
地
域
に

お
け
る
学
校
と
の
協
働
体
制
づ
く
り
」

で
小
野
原
保
子
さ
ん
（
伊
万
里
市
社
会

教
育
委
員
）
が
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に

見
る
地
域
の
教
育
力
」
と
題
し
て
事
例

発
表
す
る
。 

子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
保
護
者
に
と
っ

て
も
夏
休
み
の
居
場
所
づ
く
り
で
あ
る

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
の
内
容
と

成
果
・
課
題
に
つ
い
て
発
表
す
る
。 

地
域
と
学
校
と
の
連
携
は
今
後
、
不

可
欠
と
な
っ
て
く
る
。そ
の
た
め
に
も
、

地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
社
会
教

育
委
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
、

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
と
の
思
い
が
う
ま
く
伝
わ
れ

ば
と
小
野
原
さ
ん
は
語
っ
た
。 

助
言
は
上
野
会
長
が
行
う
。 

 

近
県
の
研
修
会
情
報 

 

県
外
で
行
わ
れ
て
い
る
研
修
会
・
研

究
大
会
等
の
う
ち
、
佐
賀
県
の
社
会
教

育
委
員
等
の
社
会
教
育
関
係
者
の
参
加

も
可
能
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
長
崎
県
社
会
教
育
研
究
大
会 

期
日
：
８
月
２９
日(

火)

～
３０
日
（
水
） 

基礎研修会で講義する上野会長 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究

大
会
宮
崎
大
会
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会
場
：
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ
：
今
、
改
め
て
考
え
る
社
会
教

育
の
役
割
と
可
能
性 

日
程
： 

８
月
２９
日
（
火
） 

１３
：
３０
～
１６
：
３０ 

分
科
会 

８
月
３０
日(

水) 

１０
：
２０
～
１１
：
５０ 

講
演 

「
小
学
校
の
空
き
教
室
を
活
用
し

た
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
か
ら
広
が

る
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」 

 

～
島
根
県
益
田
市
豊
川
小
学
校
の
取

組
み
～ 

 

○
福
岡
県
社
会
教
育
研
究
大
会 

期
日
：
９
月
７
日
（
木
） 

会
場
：
福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー 

日
程
： 

講
演
「
地
域
学
校
協
働
活
動
と
今
後
の

社
会
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
」 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

「『
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
』

に
つ
い
て
」 

   

書
籍
の
紹
介 

 

「
改
訂
版 

社
会
教
育
委
員
の
た
め

の
Ｑ
＆
Ａ 

～
関
係
法
規
か
ら
読
み
解

く
」
を
、
８
月
末
ま
で
に
申
し
込
ま
れ

る
と
、
特
別
価
格
１
，
０
０
０
円
（
税

込
）
で
購
入
で
き
ま
す
。 

 

社
会
教
育
と
生
涯
学
習
の
違
い
、
社

会
教
育
委
員
の
職
務
、
社
会
教
育
行
政

や
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
関
係
を
社

会
教
育
法
等
か
ら
読
み
解
い
た
書
籍
で

す
。
是
非
お
手
元
に
。 

 

各
市
町
の
担
当
課
に
申
込
書
が
あ
り

ま
す
。 

        

白
石
町
社
会
教
育
委
員
会
は
、
男
性

４
名
、
女
性
４
名
の
計
８
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
年
齢
は
、
５０
代
か
ら
６０
代

が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
議
は
、
年
３
回
開
催
さ
れ
、
生
涯

学
習
課
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、

委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
す
。 

 

通
学
合
宿
の
発
案 

 

委
員
が
発
案
し
た
小
学
４
～
６
年
生

を
対
象
と
す
る
「
通
学
合
宿
」
も
本
年

で
６
年
目
を
迎
え
、
教
育
委
員
会
の
事

業
と
し
て
定
着
を
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
委
員
も
積
極
的
に
参
加
し
、

子
ど
も
達
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

              

お
お
ど
ぼ
う
倶
楽
部
へ
の
協
力 

生
涯
学
習
課
が
実
施
し
て
い
る
「
お

お
ど
ぼ
う
倶
楽
部
」（
体
験
学
習
・
小
学

４
～
６
年
生
対
象
）
で
は
、
講
師
を
務

め
る
な
ど
、
積
極
的
に
生
涯
学
習
事
業

に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。 

 
お
お
ど
ぼ
う
倶
楽
部
事
業
の
中
の
一

つ
の
活
動
で
あ
る
干
潟
体
験
で
は
、
子

ど
も
達
に
干
潟
で
生
息
し
て
い
る
生
き

物
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
な
ど
、
体

験
だ
け
で
は
な
く
知
識
を
養
う
活
動
も

し
て
い
ま
す
。 

            

今
後
も
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

積
極
的
に
町
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習

の
推
進
に
努
め
、
町
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
人
と
大
地
が
う
る
お
い
輝
く
豊
穣

の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。 

      

多
久
市
の
現
状 

昭
和
の
大
合
併
（
昭
和
２９
年
）
で
１

町
４
村
が
合
併
し
、
多
久
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
子
ど
も

や
青
少
年
も
多
く
、
街
に
は
賑
わ
い
も

見
ら
れ
た
が
、
石
炭
産
業
の
衰
退
に
伴

白
石
町
社
会
教
育
委
員
会 

 
 

社
会
教
育
委
員
長 

川
崎 

富
雄

干潟の生き物について説明 

「通学合宿」での食事風景 

社
会
教
育
委
員
活
動
と
し
て
求
め

る
も
の 

多
久
市
社
会
教
育
委
員
長 

野
田
勝
人 

多
久
市
教
育
振
興
課 

社
会
教
育
係 

【
シ
リ
ー
ズ
】
我
が
市
町
の
社
会

教
育
委
員
活
動

（
Ⅰ
）

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
か
ら 
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い
人
口
は
減
り
始
め
、
現
在
は
２
万
人

を
切
る
と
こ
ろ
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。 

 
市
民
の
数
が
減
少
し
て
い
く
状
況
に

お
い
て
は
、
待
ち
の
姿
勢
や
前
例
踏
襲

の
や
り
方
で
は
社
会
教
育
の
そ
の
先
に

見
え
る
の
は『
衰
退
』の
２
文
字
で
す
。 

活
発
な
市
民
活
動
が
見
ら
れ
る
、
市

外
か
ら
訪
れ
る
人
が
多
い
、
商
店
街
に

賑
わ
い
が
あ
る
、
企
業
活
動
が
盛
ん
、

子
ど
も
た
ち
が
活
き
活
き
と
通
学
す
る
、

高
齢
者
が
元
気
に
活
動
し
て
い
る
、
女

性
の
活
躍
が
目
に
見
え
る
、
等
々
の
地

域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
の
弛
ま
ぬ
努

力
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
『
活
性
化
』

を
実
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

今
の
多
久
市
に
こ
そ
、
そ
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
を
発
揮

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
共
通
の
基
盤

的
要
素
と
し
て
、
社
会
教
育
環
境
の
充

実
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
教
育
の
充
実

の
な
い
と
こ
ろ
に
地
域
の
発
展
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
育
は
学
校
だ
け

が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
も
地
域

で
も
必
要
で
、
子
ど
も
の
頃
だ
け
が
教

育
が
必
要
な
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
代
を
通
じ
て
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い

教
育
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
青
々
と
勢
い
よ
く
育

つ
植
物
に
は
、
た
く
ま
し
い
幹
と
深
く

広
が
る
根
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
は
豊

か
な
土
壌
に
根
付
く
も
の
で
す
。
豊
か

な
土
壌
に
は
、
い
ろ
ん
な
個
性
の
植
物

が
育
ち
ま
す
。
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

る
も
の
、
甘
い
実
を
つ
け
る
も
の
、
薬

の
原
料
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
土
壌
で
あ
れ
ば
、
う
ま
く
種
が
ま

か
れ
れ
ば
芽
は
出
て
く
る
。
社
会
教
育

の
環
境
は
ま
さ
に
そ
の
豊
か
な
土
壌
と

同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
種
を
蒔

き
育
て
よ
う
と
す
る
人
達
の
取
り
組
み

を
、
豊
か
な
土
壌
づ
く
り
と
い
う
後
押

し
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
教

育
の
環
境
を
整
え
る
立
場
に
あ
る
者
の

務
め
で
す
。 

 

何
の
改
良
も
施
さ
れ
な
い
土
壌
に
、

い
く
ら
花
や
実
の
な
る
種
を
ま
い
て
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
も
、
見
合
う
収
穫
は

得
ら
れ
な
い
。 

社
会
教
育
委
員
・
会
議
の
近
況 

 

市
の
社
会
教
育
委
員
の
活
動
を
振
り

返
る
と
、
限
ら
れ
た
回
数
の
行
政
主
導

の
会
議
で
、
予
算
決
算
の
説
明
や
資
料

の
提
供
が
一
方
的
な
感
じ
で
な
さ
れ
、

必
然
的
に
事
案
を
承
認
す
る
。ま
さ
に
、

昨
年
度
社
会
教
育
委
員
実
践
研
修
会
で

出
た
意
見
・
課
題
の
と
お
り
で
し
た
。 

こ
れ
で
は
社
会
教
育
委
員
そ
れ
ぞ

れ
が
も
つ
知
見
を
十
分
に
活
か
し
た
活

動
を
し
て
い
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。
社
会
教
育
委
員
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る

場
面
が
他
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

多
久
市
の
社
会
教
育
の
土
壌
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
の
社
会
教
育
委
員
の
会

は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
の
視
点

に
立
っ
た
検
証
と
検
討
が
必
要
だ
と
の

認
識
を
今
年
度
新
た
に
し
、
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
は
こ
の
や

り
方
だ
っ
た
、
し
た
こ
と
が
な
い
、
で

は
前
に
進
ま
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

多
久
市
に
は
、
社
会
教
育
の
一
翼
を

担
う
活
動
を
行
う
団
体
や
法
人
が
複
数

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
活
動
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
委
員
と
し

て
、
こ
れ
ら
団
体
等
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
つ
つ
、
新
た
な
芽
が
息
吹
く

よ
う
豊
か
な
土
壌
づ
く
り
に
励
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

     
平
成
２９
年
７
月
１１
日
、
第
１
回
社

会
教
育
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
１２
名
中
５
名
が
新
任
委

員
と
な
り
、
委
員
及
び
事
務
局
自
己
紹

介
後
、
甲
斐
委
員
長
の
進
行
の
も
と
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
活
発
な
意
見

交
換
・
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

            

今
回
は
、
昨
年
度
開
催
時
に
だ
さ
れ

た
課
題
を
引
き
継
ぎ
、協
議
し
ま
し
た
。 

   

【
課
題
】 

・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
単
位
で
実
施
し
て

お
り
、
市
全
体
の
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
な
い
。 

・
継
続
事
業
は
多
い
が
、
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
い
る
の
か
。 

【
結
果
】 

・
市
全
体
を
対
象
と
し
た
事
業
を
計
画

唐
津
市
社
会
教
育
委
員
会
開
催

唐
津
市 

生
涯
学
習
文
化
財
課 

委員長・副委員長による和やかな進行 

青
少
年
体
験
学
習

（
た
く
ま
し
い
か
ら
つ
っ
子
育
成
事
業
） 



 
 
※ 

次
回
は
、
新
年
度
予
算
に
対
応
す

健
全
育
成
指
導
員
・
青
少
年
サ
ポ
ー
ト

 

資
料
等
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

社 会 

・
大
切
な
課
題
で
あ
り

大
き
な
課
題

で
あ
る
の
で
今
後
も
検
討
、
協
議
し

て
い
く
。 

※

次
回
は
、
新
年
度
予
算
に
対
応
す

学
齢
前
の
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
支
援

は
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
社
会
教
育
分
野
で
も
青
少
年

に
実
践
し
、
半
永
久
的
な
町
民
運
動
と

し
て
、
全
町
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
く
保
持
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
第
１
号
～
第

５
号
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（「
佐

賀
県
ま
な
び
課
」）
で
検
索
。
研
修

資
料
等
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

教 育 委

る

 

【
結
果
】 

・
人
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
。 

大
切
な
課
題
で
あ
り
、
大
き
な
課
題

成
に
対
す
る
親
・
大
人
・
社
会
の
意
識

啓
発
の
促
進
、
青
少
年
指
導
者
・
育
成

者
の
養
成
促
進
等
に
取
組
ん
で
お
り
、

育
て 

10
か
条
』
の
策
定
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
町
民
に
周
知
し
、
継
続
的

思
い
な
ど
、
内
容
は
お
任
せ
し
ま
す
。 

 

※ 

県
ま
な
び
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

ニ
ュ

ズ
レ
タ

（
第

号

第

委 員 ニ 

【
課
題
】 

・
公
民
館
に
よ
り
業
務
内
容
が
違
う
。 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。

て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
青
少
年
の
自
主
性
・
社
会

性
の
伸
長
と
自
立
の
促
進
、
青
少
年
育

そ
こ
で
、
社
会
教
育
委
員
会
の
会
議

を
年
１
回
か
ら
年
２
回
に
改
め
、
会
議

で
は
従
来
の
議
題
に
加
え
『
地
域
の
子

 

各
市
町
の
特
色
あ
る
社
会
教
育
委
員

活
動
や
委
員
の
会
議
で
の
協
議
内
容
、

委
員
の
社
会
教
育
委
員
活
動
に
対
す
る

ュ ー ズ

す
る
。 

 

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方 

【
課
題
】

が
え
の
な
い
希
望
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
町
づ
く
り
、

「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
っ

い
ず
れ
も
一
過
性
の
も
の
と
な
り
、
町

民
の
印
象
に
は
あ
ま
り
残
ら
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

山
町
・
玄
海
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
１２
月
中
旬
を
め
ど
に
、
原
稿
の

執
筆
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ズ レ タ 

・
団
体
の
相
談
窓
口
等
が
必
要
で
あ
る
。 

・
若
い
世
代
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る
。 

・
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
を

町
で
は
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
定
住
総
合
対

策
事
業
に
取
り
組
み
、
未
来
へ
の
か
け

新
た
な
取
組

町
の
社
会
教
育
は
、
公
民
館
と
協
働

で
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

 

次
回
（
平
成
３０
年
１
月
頃
）
の
執
筆

担
当
市
町
は
、
武
雄
市
・
小
城
市
・
基

町

町

の
社
会
教
育
委
員
活
動
」
予
告 

ー   【佐

と
し
て
の
活
動
に
は
加
わ
ら
な
い

グ
ル
ー
プ
が
増
え
て
い
る
。 

【
結
果
】 

発
足
し
ま
し
た
が
、
平
成
２7
年
に
は
２

万
５
千
人
余
り
へ
と
２
千
人
減
少
し
ま

し
た
。 

化

長
会
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
な

ど
、
９
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

次
回
「【
シ
リ
ー
ズ
】
我
が
市
町

の
社
会
教
育
委
員
活
動
」
予
告

佐賀県】 

・
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
。 

・
地
域
活
動
は
す
る
が
、
団
体
（
役
員
）

み
や
き
町
は
平
成
17
年
３
月
の
平

成
の
大
合
併
で
三
養
基
郡
旧
３
町
の
中

原
町
・
北
茂
安
町
・
三
根
町
が
合
併
し

7

み
や
き
町
の
社
会
教
育
委
員 

小
・
中
学
校
の
校
長
、
公
民
分
館
長
、

婦
人
会
、
体
育
協
会
、
文
化
連
盟
、
区

  

地域

平成

長
に
は
有
益
で
あ
る
。 

 

社
会
教
育
関
係
団
体 

【
課
題
】 

  

わ
が
町
み
や
き
町 

み
や

町
は
平
成
7

年

平

を
得
て
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
家
庭
教
育
に
は
、
何
か
し
ら
の

テ
コ
入
れ
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

  

み
や
き
町
の
社
会
教
育
委
員
活
動

み
や
き
町
社
会
教
育
委
員
長 

塘 

弘
喜 

域の子育て１

成２９年７月

・「
た
く
ま
し
い
」
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
つ
な
げ
る
。 

・
体
験
型
の
活
動
内
容
は
、
心
身
の
成

長
に
は
有
益
で
あ
る
。

い
き
ま
す
。

  

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
振
興
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
・
N
P
O
法
人
や
地
域
の
協
力

を
得
て
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

  

み
や
き
町
の
社
会
教
育
委
員
活
動

１０か条 

発行 

し
て
い
く
。 

「
た

ま
し
い

次
世
代
の

ダ

る
た
め
、
１０
月
開
催
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

隊
・
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
子
ど
も
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会

少
年
ス
ポ

ツ
ク

 


